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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

  当第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年12月31日）におけるわが国の経済は、政府が推進す

る経済政策により、株価の上昇等が継続し、緩やかな回復傾向が見られ、景気回復に対する期待が膨らんでおり

ましたが、円安による輸入原材料価格の上昇が継続し、また海外経済の減速等、先行きが不透明な状況で推移い

たしました。 

  このような状況の中、当社グループは、新製品の拡販および更なるコストダウンの推進に引き続き取り組んで

まいりましたが、厳しい状況で推移いたしました。 

  この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高が358億８千３百万円で前年同四半期比２億７千７百万

円の増収（0.8%増）となりましたが、利益面では、営業損失が７千万円（前年同四半期は２億６千２百万円の営

業利益）、経常利益は１億６千３百万円で前年同四半期比３億７千５百万円の減益（69.7%減）、四半期純利益は

１億１千５百万円で前年同四半期比２億４千４百万円の減益（67.9%減）と大変厳しい結果となりました。 

 

  次に、セグメント別に概況をご報告いたします。 

  なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を変更しております。セグメント名称変更による

セグメント情報に与える影響はありません。 

 

(インキ事業) 

  オフセットインキは、市場の縮小化が継続する中、新製品の展開とともに拡販に努めた結果、数量および売上

高は前年同四半期並みを維持いたしました。 

  グラビアインキは、食品用途向け等を中心に拡販に努めてまいりましたが、数量および売上高は、包材構成の

変化による影響もあり、前年同四半期に比べ減少いたしました。 

  印刷用材料は、オフセットインキと同様に市場の縮小化が進行する中、売上維持に努め、売上高は前年同四半

期並みを維持いたしました。 

  印刷機械は、売上高は前年同四半期に比べ大幅に減少いたしました。 

  この結果、インキ事業の売上高は、119億６千５百万円で前年同四半期比９億４千２百万円の減収（7.3%減）と

なり、セグメント利益は原材料価格高騰の転嫁が進まず、また、平成26年９月16日に発生した当社羽生工場の火

災の影響により、１億１千１百万円で前年同四半期比３億７千１百万円の減益（76.9%減）となりました。 

 

(化成品事業) 

  合成樹脂用着色剤は、自動車用途向けならびにその他用途向けの数量および売上高は前年同四半期並みとなり

ました。 

  合成樹脂成形材料は、自動車用途向けの受託が減少し、数量および売上高は前年同四半期に比べ減少いたしま

した。 

  この結果、化成品事業の売上高は154億６千１百万円で前年同四半期比１億５百万円の減収（0.7%減）となり、

セグメント利益は売上構成の変化により、８億８千８百万円で前年同四半期比２億３千５百万円の増益（36.1%

増）となりました。 

 

(加工品事業) 

  防災・減災向け土木資材および水処理用途向け材料の販売が引き続き順調に推移し、売上高は前年同四半期に

比べ大きく増加いたしました。 

  この結果、加工品事業の売上高は82億４千７百万円で前年同四半期比13億４千８百万円の増収（19.6%増）とな

りましたが、利益面では原材料価格の高騰および市場競争の激化、また新規設備の正常稼動の遅れが影響し、セ

グメント損失は４千１百万円（前年同四半期は４千６百万円のセグメント利益）となりました。 

 

（不動産賃貸事業) 

  不動産賃貸事業は、売上高は２億８百万円で前年同四半期比２千３百万円の減収（10.0%減）、セグメント利益

は８千７百万円で前年同四半期比３千２百万円の減益（27.3%減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

  当第３四半期連結会計期間末の総資産は491億１千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ30億２千３百万円

増加いたしました。主な要因は、現金及び預金の減少１億１千７百万円、受取手形及び売掛金の増加18億８千１

百万円、たな卸資産の増加５億５千５百万円、有形固定資産の減少４億１千６百万円及び投資有価証券の時価上

昇等に伴う増加８億３千３百万円等によるものです。 

  負債合計は280億９千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ21億４千９百万円増加いたしました。主な要因

は、支払手形及び買掛金の増加27億６千８百万円、短期借入金の増加８億円、１年内返済予定の長期借入金の減

少２億１千万円、賞与引当金の減少３億１千７百万円、長期借入金の減少５億１千６百万円、繰延税金負債の増

加５億８千１百万円、退職給付に係る負債の減少９億１百万円等によるものです。 

  純資産の部は210億２千３百万円となり前連結会計年度末に比べ８億７千４百万円増加いたしました。主な要因

は、利益剰余金の増加３億８千８百万円及びその他の包括利益累計額の増加５億５千４百万円等によるもので

す。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期連結業績予想に関しましては、今後の経済情勢や当社グループを取りまく事業環境等が不透明であることか

ら、現時点においては前回発表数値（平成26年11月６日発表）に変更はありません。今後、通期の連結業績予想に

修正の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。

 なお、業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は今後

の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間

帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年

数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を

使用する方法へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が676百万円減少し、利益剰余金が435百万円

増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,624 1,506 

受取手形及び売掛金 18,130 20,012 

商品及び製品 3,679 4,121 

仕掛品 1,247 1,296 

原材料及び貯蔵品 1,645 1,710 

繰延税金資産 288 168 

その他 134 355 

貸倒引当金 △64 △56 

流動資産合計 26,685 29,114 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,916 6,768 

機械装置及び運搬具（純額） 2,556 2,240 

工具、器具及び備品（純額） 91 101 

土地 3,497 3,497 

リース資産（純額） 609 653 

建設仮勘定 24 17 

有形固定資産合計 13,696 13,279 

無形固定資産    

リース資産 2 19 

その他 87 98 

無形固定資産合計 89 117 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,234 6,067 

繰延税金資産 155 186 

その他 399 514 

貸倒引当金 △166 △161 

投資その他の資産合計 5,622 6,606 

固定資産合計 19,409 20,004 

資産合計 46,094 49,118 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 12,112 14,880 

短期借入金 3,890 4,690 

1年内返済予定の長期借入金 1,394 1,184 

リース債務 199 223 

未払法人税等 169 3 

賞与引当金 430 113 

未払消費税等 34 174 

未払費用 760 864 

その他 709 484 

流動負債合計 19,700 22,618 

固定負債    

長期借入金 2,616 2,100 

リース債務 437 486 

繰延税金負債 497 1,079 

役員退職慰労引当金 249 250 

退職給付に係る負債 2,218 1,317 

その他 224 242 

固定負債合計 6,244 5,476 

負債合計 25,945 28,094 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,246 3,246 

資本剰余金 2,511 2,511 

利益剰余金 13,734 14,123 

自己株式 △52 △53 

株主資本合計 19,439 19,827 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 549 1,088 

繰延ヘッジ損益 △0 2 

為替換算調整勘定 △50 △29 

退職給付に係る調整累計額 △46 △55 

その他の包括利益累計額合計 452 1,006 

少数株主持分 257 190 

純資産合計 20,149 21,023 

負債純資産合計 46,094 49,118 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 35,605 35,883 

売上原価 31,143 31,630 

売上総利益 4,461 4,252 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 1,133 1,175 

賞与 362 376 

福利厚生費 261 271 

減価償却費 185 191 

賞与引当金繰入額 44 46 

退職給付費用 141 93 

役員退職慰労引当金繰入額 16 26 

通信交通費 247 261 

荷造及び発送費 824 819 

その他 983 1,060 

販売費及び一般管理費合計 4,199 4,322 

営業利益又は営業損失（△） 262 △70 

営業外収益    

受取利息 29 21 

受取配当金 131 124 

貸倒引当金戻入額 91 13 

出資分配金 54 58 

その他 38 64 

営業外収益合計 344 282 

営業外費用    

支払利息 51 43 

その他 17 5 

営業外費用合計 68 48 

経常利益 538 163 

特別利益    

固定資産売却益 0 1 

投資有価証券売却益 80 152 

受取保険金 26 － 

特別利益合計 108 153 

特別損失    

固定資産除売却損 17 22 

投資有価証券評価損 0 － 

災害による損失 － 8 

その他 1 4 

特別損失合計 18 36 

税金等調整前四半期純利益 627 280 

法人税、住民税及び事業税 60 47 

法人税等調整額 218 183 

法人税等合計 279 230 

少数株主損益調整前四半期純利益 348 49 

少数株主損失（△） △12 △66 

四半期純利益 360 115 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 348 49 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 296 538 

繰延ヘッジ損益 － 3 

為替換算調整勘定 55 21 

退職給付に係る調整額 － △9 

その他の包括利益合計 352 554 

四半期包括利益 700 603 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 712 669 

少数株主に係る四半期包括利益 △12 △66 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
 

インキ 
事業 

化成品 
事業 

加工品 
事業 

不動産賃貸 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 12,907 15,567 6,898 232 35,605 35,605 

セグメント間の内部売上高又は振替

高 
－ 25 0 － 26 26 

計 12,907 15,592 6,899 232 35,631 35,631 

セグメント利益 483 652 46 120 1,303 1,303 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差額調整に関する事項） 

（単位：百万円） 
 

利益 金額 

報告セグメント計 1,303 

全社費用（注） △1,041 

その他の調整額 △0 

四半期連結損益計算書の営業利益 262 

（注）  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
 

インキ 
事業 

化成品 
事業 

加工品 
事業 

不動産賃貸 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 11,965 15,461 8,247 208 35,883 35,883 

セグメント間の内部売上高又は振替

高 
- 58 15 － 74 74 

計 11,965 15,520 8,262 208 35,957 35,957 

セグメント利益又は損失（△） 111 888 △41 87 1,046 1,046 

（注）  第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を変更しております。なお、セグメント名称変更による

セグメント情報に与える影響はありません。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差額調整に関する事項） 

（単位：百万円） 
 

利益 金額 

報告セグメント計 1,046 

全社費用（注） △1,113 

その他の調整額 △3 

四半期連結損益計算書の営業損失 △70 

（注）  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

      会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を

変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しておりま

す。 

      この変更に伴う当第３四半期連結累計期間のセグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。 
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